
 

～とっておきの手作り楽器～ 

R６．１２．１１ 

 

 いろいろな音の鳴る物を作って楽しんだ後、以上児では「今度は自分の“とっておき”の楽器を作ろう！」と

いうことになり、一人一人何がいいかな～と考えました。そして「ギター」「太鼓」「バイオリン」「タンバリン」「シ

ンバル」などいろいろな楽器が出てきて、再び楽器作りに取り掛かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いつも口ずさんでいて、みんなの大好きな♪たべものれっしゃの歌。その歌に

ちなみ、自分たちで色画用紙で作ったり、絵を描き、 

絵の具で色を塗ったりして、それぞれ自由に

いろいろな食べ物を作っています。 

 また、段ボールを引いて「ポッポ―」と

電車ごっこをする姿も見られますよ。 

 

 

“とっておき”の楽器だから 

紙も貼って飾りつけ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           さくらぐみが♪元気音頭の曲に合わせて、和

太鼓の練習をしています。「ドン！ドン！」と太鼓

の音が聞こえてくると「なんだ？」「何の音？」と

言って、次第にぞろぞろと広場に集まってきます。

そして、自然に踊り始める子どもたち・・・。中には、

手作りマラカスを持ってきて一緒に楽しんでいま

すよ。 

 

のりをペタペタ・・・ 

小さい子も貼る 

お手伝い 

 

自由遊び中には、積み木を太鼓に

見立てて、真似して叩く姿もありま

した。曲を掛けてみると早速集ま

り、踊り出していましたよ！ 

 

でも、のりの方に興味

があり、手にいっぱい

つけてベタベタです 

 


